
り 方に関する 方針を 議案上程する 際の考え

は。

答　 審議会の答申素案は、 民間施設部分の意

見が列挙さ れているが、 ホールを公共で整備

し た時の効果最大化を求める記載も ある。 し

たがっ て、 こ れに見合う 内容を民間施設に求

めていく も のと 考えている。 議案上程時の方

針への記載内容、 あるいは決定後に要求水準

など検討する中で示すか、 については今後検

討し ていきたい。

問　 救急救命士の養成および救急業務高度化

の取り 組み状況は。

答　 令和７ 年度は新たに２ 人が救急救命士の

資格を取得し たほか、 ３ 人が気管挿管を行う

ための資格を取得し た。 さ ら に、 現職救急救

命士を対象にアド レナリ ン投与等に必要な病

院実習を実施し た。 また、 埼玉県東部地域メ

ディ カ ルコ ント ロール協議会を通じ 、 現場で

の症状を医師に伝え、 救急救命処置に関する

指示等を２ ４ 時間３ ６ ５ 日受けら れる体制等

を整備し ている。 今後も 救急活動の質と 救命

率の向上に努める。

越谷市手数料条例の一部を改正する条例制定

について

問　 コ ンビニ交付の交付手数料を据え置く 理

由は。 また、 窓口の混雑緩和に向け、 コ ンビ

ニ交付へ誘導するための周知方法は。

答　 窓口交付では各種手続き の処理時間が窓

口混雑の一因と なっ ている。 一方、 コ ンビニ

交付は場所・ 時間の制約や待ち時間がないこ

と から 、 コ ンビニ交付に誘導するため手数料

を据え置く 。 周知方法については、 窓口での

チラ シ配布、 ホームページでの発信のほか、

マイ ナンバーカ ード の交付率上昇に伴い、 コ

ンビニ交付が増加し ているこ と から 、 さ ら に

マイ ナンバーカ ード を周知し 、 コ ンビニ交付

へ誘導し ていく 。

令和７ 年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定

について

問　 成年後見制度に係る各事業の概要および

適切な運用に向けた取り 組みについて。

答　 成年後見制度が身近なも のと し て活用さ

れるよう 、 制度の普及啓発や個別相談対応を

行い、 本人およびその親族等を支援するこ と

を目的に「 成年後見センタ ーこ し がや」 にて

事業を実施し ている。 令和８ 年６ 月の法改正

に伴い大幅な制度見直し が行われるため、 今

後も 各種専門機関と 連携を図り 、 切れ目のな

い支援を行う と と も に制度の充実に努める。

問　 コ バト ンＡ Ｌ Ｋ Ｏ Ｏ マイ レージ事業の登

録状況および費用対効果についての考えは。

答　 令和６ 年度末の登録人数３ ５ ８ ５ 人に対

し 、 令和７ 年度末が４ ２ ８ ０ 人であり ６ ９ ５

人増加し ている。 費用対効果について、 委託

料に人口割があるため参加者拡大を重要な課

題と 捉え、 市独自のポイ ント 制度「 コ バト ン

Ａ Ｌ Ｋ Ｏ Ｏ ショ ッ プ事業」 を設けており 、 楽

し みながら 健康づく り を行う こ と で参加者増

加に努めている。

問　 ペッ ト の防災手帳・ ペッ ト 緊急情報カ ー

ド の配布状況および配布による反響は。

答　 ペッ ト の防災手帳は災害時の円滑な同行

避難のためペッ ト 情報を整理し ておく 手帳で

令和７ 年度は３ ０ ０ ０ 部作成し た。 ペッ ト 緊

急情報カ ード は災害等に備え、 飼い主やペッ

ト 情報を携帯できるよう にし たも ので令和７

年度に１ 万５ ０ ０ ０ 部を作成し た。 いずれも

窓口のほか、 市のイ ベント などで配布し 好評

であり 、 引き 続き動物愛護、 適正飼養の普及

啓発に努めていく 。

問　 グラ ウンド 状況の悪化が目立つ中、 市営

野球場の改修工事の考え方については。

答　 職員による施設巡回時に軽微な修繕を行

っ ているほか、 定期的に改修工事を行っ てい

る。 大規模な改修工事については市全体の優

先順位の中で検討する必要があるが、 全ての

施設が安全で、 快適に利用できるよう 精査し

予算要求を行っ ていき たい。

令和７ 年度越谷市介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について

問　 介護認定審査会の審査件数が増加し た一

方で、審査会の回数が減少し た理由は。 また、

認定までの期間の考え方については。

答　 増え続ける審査件数に対応するため、 こ

れまでも 本市独自の簡素化を 図っ てき たが、

令和７ 年度よ り 国が例示する 簡素化に変更

し 、 一合議体における審査件数を増やし た結

果、 審査会の回数は減少し た。 申請から 認定

までの期間については、県平均を下回る４ ２ ．

１ 日と なっ ているが、 介護保険法では原則３

０ 日以内に決定するこ と と あるため、 可能な

限り こ れに近づけるべく 、 審査会の効率的な

運営に努めていきたい。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第２ 号）

について

問　 雨水流出抑制対策事業におけるし ゅんせ

つ委託料の増額理由およ び見込ま れる 効果

は。

答　 小中学校の校庭の外周に設けたＵ 字溝に

砂が堆積し て水はけが悪く なっ ている ため、

追加で２ 校の清掃を行う も のである。 こ れに

より 、 計画どおり 水が排出さ れ、 校庭の利用

に支障がなく なるこ と から 、 今後も 計画的に

し ゅんせつを進めていく 。

令和７ 年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定

について

問　 食品ロ ス削減の啓発に係る 取り 組みは。

また、 宴会最後の１ ５ 分間における「 食べき

り いちごタ イ ム」 の対応状況は。

答　 市内スーパー、コ ンビニなどにおける「 手

前どり 」 ポッ プの設置や、 公共施設５ か所で

実施するフ ード ド ラ イ ブ、 エコ ・ ク ッ キング

によ る 啓発などを 行っ た。 また、「 食べき り

タ イ ム」 の呼びかけは、 今後、 経済や子育て

などの関係部署と も 連携し ながら 外部発信に

努めていきたい。

問　 自転車通行環境整備事業の令和７ 年度の

取り 組みは。 また、 今後の整備方針は。

答　 令和６ 年度に行っ た既存道路の基礎調査

の結果から 、 駅周辺で自転車利用が多く 、 自

転車通行帯のある県道へ接続可能な北越谷駅

東口線と 蒲生駅東口線の２ 路線を選定し 、 設

計図面の作成と 警察協議などを実施し た。

　 今後は駅周辺の交通量の多い路線や、 自転

車通行帯が整備さ れた県道に接続する 路線、

路面状態の良い路線を考慮し ながら 整備を進

めていきたい。

問　 新モビリ ティ サービス事業「 越谷げんき  

ｄ ｅ  Ｍａ ａ Ｓ 」 の効果および評価は。 また、

まちづく り の新たな担い手確保が重要課題で

あるこ と への認識は。

答　 越谷げんき ｄ ｅ  Ｍａ ａ Ｓ には約２ 万４

０ ０ ０ 人の利用登録があり 、 運賃補助による

高齢者の移動支援、 公共交通の利用促進と い

う 効果を見込んでいる。 評価については、 事

業者・ 利用者から の好意的な声のほか、 各事

業者から 実際に高齢者の利用が増えていると

いう 声も 頂いている。 また、 経済、 福祉、 医

療など、 さ まざまな視点をも っ て今後のまち

づく り を進めるこ と は大きなテーマであると

受け止め、 関係部課所と 連携し ていきたい。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第２ 号）

について

問　 学校給食費実費徴収金の減額理由は。 ま

た、中学校の保護者負担の引き下げについて、

保護者への丁寧な周知についての考え方は。

答　 本市では新たな国の負担軽減交付金等を

活用し 、 小学校は無償化を行っ たが、 小中学

校間での負担の不公平感が生じ ているこ と か

ら 、 国から の重点支援地方交付金を主な財源

と し て、 令和８ 年１ ０ 月から ６ カ 月間、 中学

校生徒の保護者負担を引き下げるこ と を予定

し ている。 また、 周知方法については、 速や

かに保護者連絡用アプリ 「 すぐ ーる」 等で今

回の対応が期間限定であるこ と を周知し 、 保

護者の混乱が生じ ないよう 努めていきたい。

令和７ 年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定

について

問　 子育て世帯訪問支援事業における訪問員

の資格の有無、 研修方法は。 また、 今後の課

題や展望は。

答　 本事業において、 国のガイ ド ラ イ ンでは

訪問員の資格要件は問われていないが、 本市

と し ては、 一定の質の担保が必要であると 考

えている。 そのため、 こ ども 家庭庁が公開し

ている訪問支援用の研修動画を研修教材と す

るこ と と し 、研修報告書の提供を求めている。

また、 本事業の利用を拡げるには心理的ハー

ド ルと 経済的ハード ルの２ 点が大きな課題で

あると 認識し ている。 今後の展望と し ては、

現場のケースワーカ ーや保健師によるアウト

リ ーチを通じ た丁寧な制度説明を徹底すると

と も に、 費用負担の軽減に向け、 制度の見直

し を視野に検討を進めていきたい。

問　 学区審議会における 協議内容は。 また、

適正規模・ 適正配置審議会と のすみ分けは。

答　 学区審議会は、 学区編成に関し 必要な審

議を行う 審議会であり 、 基本的には学区の改

変が必要であると 教育委員会が検討し ている

事項について審議さ れている。 一方、 適正規

模・ 適正配置審議会は、 教育委員会の諮問に

応じ て、 学校の適正規模および適正配置に関

し 、必要な事項を調査、審議するも のである。

両審議会は、諮問内容と 審議内容が異なるが、

児童生徒の良好な学習環境を確保する面にお

いて、 密接に関係し ていく も のである。

問　 小中学校の屋内運動場の空調設備の利用

料を外部利用団体から 徴収する場合の料金設

定の考え方は。 また、 児童生徒がいる利用団

体に対する減免措置の考え方は。

答　 空調設備の温度設定によっ て多少の差異

はあるが、 利用し た時間に応じ た使用料にな

ると 考えら れるため、 料金設定についてはこ

れから 精査し ていき たい。 また、 児童生徒が

いる利用団体の減免措置については、 空調設

備自体が小中学校の児童生徒の暑熱対策であ

るこ と から 、 検討し なければなら ないと 考え

ており 、 順次課題を整理し ていきたい。

こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）1 1 月１日　 　 　 　 　 ❺

全体会において、 以下のと おり 討論があ

り まし た。

越谷市手数料条例の一部を改正する条例

制定について…反対討論１ 件

各議案の概要は右記

Ｑ Ｒ コ ード から ご覧

いただけます。

環境経済・ 建設 分科会

こ ども ・ 教育 分科会

民　 生　 分科会


